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Focus in 南島原
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市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

九州オルレ南島原コース
秋のフェア９周年オルレ

　１５０人以上が参加し、自然豊かなオルレコースの景
色の中でじゃがいもまんじゅうやみかんジュースなどの
南島原秋の味覚を堪能しました。
　また、フィニッシュ地点では恒例の島原手延そうめん
がふるまわれ、参加者は温かいかきあげそうめんを味わ
いながら、疲れを癒しました。
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フェスティビタス ナタリス２０２４
　約４３０年前の「南蛮行列」を再現して約60人が南
蛮衣装に身を包み、有馬のセミナリヨ跡から会場までを
練り歩き、沿道を松明の火で温かく照らしました。
　そのほかにも長崎和牛のローストビーフ・パエリアの
試食会、イタリアとのライブ中継、植村花菜さんのミニ
コンサートなど多くの催しが行われ、来場者は少し早い
クリスマスを楽しみました。

6

市内にある高校の魅力をお伝えします。

Enjoy! HighSchool

翔南通信

　島原翔南高校は今年、創立20周年を迎えました。こ
うして無事に20周年目を迎えることが出来たのは、い
つも本校を見守り助けてくださる、地域の皆さん、保
護者の皆さんのおかげです。教職員、生徒一同心より
感謝申し上げます。
　これからもご指導とご支援をよろしくお願いします。

幻のみかん「九年母」の栽培に挑戦
　12月4日、口之津小学校２年生がふるさと教育の一環
として、幻のみかん「九年母」について学び、栽培活動
に取り組みました。この活動は種まきから収穫まで、４
年間継続して行われます。
　活動に取り組んだ児童らは「種が元気に育つよう頑
張って育てたい」と笑顔で話しました。
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果樹農業研修 第２期生入所式
　12月２日、果樹農家を育成する農業研修の第２期生３
人の入所式を執り行いました。
　研修生らは「ゼロからのスタートですが、皆さんに美
味しいみかんを食べてもらえるように一生懸命取り組み
たい」など抱負を述べました。

7 山口さんが統計グラフコンクール入賞
　令和6年度長崎県統計グラフコンクール「小中学
生パソコン作品の部」において、「自然災害＜
「命」を守る考動力 ～自然災害を理解して、安全安
心な生活に備えよう～」の作品を出品した山口佳純
さん（有家中３年）が特選を受賞されました。おめ
でとうございます。

人権風船に思いを乗せて
　12月の人権週間にあわせて、人権擁護委員の皆
さんを中心に啓発活動が展開され、各小学校では人
権集会が開催されました。
　大野木場・小林・深江小学校では集会後、メッ
セージと自分たちで育てたひまわりの種を風船に付
けて飛ばしました。メッセージには、それぞれの思
いが記され、一斉に離された風船は大歓声のなか、
子どもたちの思いを乗せて空高く舞い上がりました。

11 来場者数 15 万人突破！
有馬キリシタン遺産記念館

　11月18日、有馬キリシタン遺産記念館への来場者数が15
万人を突破し、15万人目となった愛知県名古屋市在住の人へ、
原城跡グッズを贈りお祝いをしました。
　来場者は「まさか私が！嬉しさと驚きが入り混じった気持
ちです」と笑顔で話しました。
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受章おめでとうございます
　秋の褒章および叙勲で本市から２人が受章されま
した。
　おめでとうございます。

【秋の褒章】
●黄綬褒章
　漁師　渡部　達春さん（有家町）

【秋の叙勲】
●旭日双光章
　元 （一社）長崎県建設業協会副会長
　下田　幸廣さん（深江町）


